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枝幸の海・流氷と「幻日」
幻日とは・・・空中の氷の結晶に屈折した太陽の光が
差し込むことで太陽が二つに見える大気光学現象です。



行政報告（村上町長）

　令和５年11月末現在の水揚金額は、沿岸漁業・沖合底曳網漁業を合わせて、税抜きで約123億
8,800万円となっています。
　事業計画対比では、126％と計画を上回りましたが、前年度比では、主力の秋サケとホタテの
水揚減少とともに価格が下落したことにより、65億5,700万円の減となっています。
　沿岸漁業の水揚げの内訳を見ますと、主要３魚種のうち、「毛ガニ漁」は、漁獲許容量達成前
に漁期を終えたことから、水揚量は、前年度比で86トン減の291トン、金額は、前年度比で約３
億3,100万円減の約11億8,700万円となりました。
　「ホタテ漁」は、水揚量は、特に陸側で殻貝が増えたことから、３万3,000トンの計画に対し、
約２万7,500トンと下回り、金額も、前年度比で約28億3,700万円減の約54億200万円となっていま
す。
　昨年過去最高の水揚を記録した「秋サケ漁」は、猛暑による海水温の上昇や、時化による操業
期間の短縮により、水揚量は約3,800トン、金額は、前年度比で約32億1,600万円減の約23億5,600
万円となりました。
　河川での捕獲数については、計画数量を十分に確保されており、将来的な資源量の確保に期待
しています。
　沖合底曳網漁業ついては、水揚量は、約5,400トン、金額は前年度比で約3,700万円減の約４億
7,000万円となっています。
　このような状況の中、史上３番目の水揚げを記録されましたことは、これまで、栽培・資源管
理型漁業の推進にご尽力された漁業関係者の努力の賜物であり、深く敬意を表します。

漁業の状況

　第４回定例会が１２月７日から８日まで２日間の日程で開催されました。
　第３回定例会以降の議会事務報告を小原議長、行政報告を村上町長、教育行政報告を小川教
育長が行いました。
　一般質問では４議員が５項目について、町長及び教育長に質問しました。
　町側から提案された議案は、単行議案３件、条例改正１０件、補正予算８件、認定案件１件、
報告事項２件、また議会からは意見書１件、陳情２件が審議されました。
　各議案を原案どおり可決、採択しました。

第４回 会期 12月７日～８日の２日間議 会 定 例 会
補正予算８件などを可決

～ 一般質問は４議員から５項目 ～
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　ふるさと納税については、町内事業者のご協
力のもと、11月27日現在で、既に昨年度の寄附
額を大幅に上回る79,884件、約10億3,200万円と、
全国の多くの方々から温かいご寄附をいただい
ています。
　主な増加の要因として一つ目は、枝幸漁協、
並びに水産加工業者各社のご協力により、中国
禁輸の影響を受けて応援対象となった当町の主
要返礼品である「ほたて玉冷」の在庫を継続的
に確保できたことであり、当町にも、ご寄附と
ともに、全国から温かい応援メッセージや励ま
しをいただいています。この場をお借りして、
厚くお礼を申し上げます。
　二つ目は、国の制度改正により、10月から募
集基準の取扱いが見直され、返礼品に対する寄
附金額を上げる必要が生じたことから、全国的
に、改正前の９月に寄付が集中したものと分析
しています。今後も、関係機関や事業者との連
携を強化し、ふるさと枝幸の魅力ある返礼品を
継続して提供し、全国の皆様に応援いただける
よう取り組んでいきます。

ふるさと納税の寄附状況について福島の原発処理水（ＡＬＰＳ処理水）の
海洋放出に伴う、中国の日本産水産物輸入
停止措置による水産業への影響について

　当町の水産業の柱であるホタテについては、
原貝や玉冷製品の平均価格が、前年比で３割程
度下落するなどの影響が生じています。
　中国向けの輸出停止により、大量に発生した
玉冷製品の在庫については、道内産ホタテの消
費支援が全国的に拡大したことや、企業努力に
よる国内取引先の新規開拓やふるさと納税返礼
品への活用、さらには輸出先の転換等により解
消しつつあります。
　ホタテの消費拡大に向けた町の取り組みは、
友好都市の福岡県うきは市や長崎県平戸市のほ
か、札幌市などの各所において「枝幸ほたてフ
ェア」を開催し、地域ブランドである「枝幸ほ
たて」の美味しさや魅力を発信しており、本フ
ェアを通じて「枝幸ほたて」の消費拡大に繋が
ることを期待しています。
　中国による輸入停止措置から３ヵ月が経過し、
依然として解除の見通しが立たない状況の中、
町としても水産物輸出促進協議会と連携し、輸
出先の多角化に向けた取り組みを進めていきま
す。

枝　幸　町　議　会 No.67令和６年２月 29日発行
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　新型コロナウイルス感染症については、５月
８日に５類に移行してから初めて冬の季節を迎
えますが、北海道内では、11月初旬以降、感染
者数は減少傾向が続いており、町内においても
急激な感染拡大などはなく推移しています。
　新型コロナワクチンの秋接種は、希望される
方への集団接種が順調に進んでおり、今月中旬
で終了しますので、それ以降、接種を希望され
る方については、国保病院での個別接種を受け
ていただくこととなります。
　インフルエンザ感染症は、11月に入り北海道
内で感染者数が急激に増加し、町内でも11月下
旬には、一部保育所、中学校や高校において感
染拡大があり、休所や学級閉鎖等になっていま
す。12月に入ってからは、一部小学校が学年閉
鎖となっています。町民の皆さんにおかれまし
ては、うがい、手洗いや手指消毒など、基本的
な感染予防対策の徹底をお願い申し上げます。

町内における新型コロナウイルス感染症と
インフルエンザ感染症の状況

一番人気の枝幸ほたて一番人気の枝幸ほたて

１月末現在

枝幸町ふるさと納税が
13億を超えました!!



枝　幸　町　議　会No.67 令和６年２月 29日発行

（４）

　地域住民の互助により、年齢を重ねても安心
して暮らし続けるための地域づくりをテーマと
した講演会を10月21日に開催し、福祉関係者を
含む約70名の町民の皆さんが参加されました。
　講演会では、介護保険の現状と課題について
担当職員から説明を行った後、講師の公益財団
法人さわやか福祉財団から、社会的なつながり
による介護予防の重要性や支え合いによる地域
の仕組みづくりを内容とした講演があり、また、
本別町社会福祉協議会からは、互助の取り組み
の実践報告をいただくなど、これからの地域づ
くりを考える貴重な機会となりました。
　今後は、参加者などによる「話し合う場」も
開かれると伺っていますので、ボランティア活
動や高齢者の生活支援の取り組みが、地域で広
がることに大きな期待を寄せています。

支え合いが地域をつなげる講演会について

　枝幸町認定こども園が、木材利用推進中央協
議会主催の「木材利用優良施設等コンクール」
において、特賞である「審査委員会特別賞」を
受賞しました。
　本コンクールは、木材利用の推進を目的とし
て平成５年度から実施されているもので、今年
度は応募83点中、特賞14点、優秀賞41点が表彰
されており、北海道内では５点が優秀賞を受賞
しています。
　これまで、宗谷管内、留萌管内においては、
特賞、優秀賞ともに受賞歴がなく、初の受賞と
なりました。今後も木造建築物の魅力を発信し、
木造・木質化を推進していくことで、地球温暖
化防止対策と持続可能な社会の構築に貢献して
いけるものと考えています。

木材利用優良施設等コンクール表彰について

　長年にわたり、町の自治振興に多大な頁献を
賜りました方々に対し、そのご功績を称え、町
民の総意により顕彰申し上げました。
　受章された方々に改めて敬意と感謝を申し上
げ、引き続き各分野でのお力添えをお願いしま
す。
　町議会議員をはじめ、来賓各位のご臨席をい
ただき、式典が晴れ晴れしく開催できましたこ
とをこの場をお借りして厚くお礼申し上げます。

枝幸町自治功労者並びに
功績者表彰式について

　７月31日にご逝去されました元歌登町議会議
員　故　澤田　孫八　氏に対して、生前に受章
された「旭日双光章」に加え、今回「正六位に
叙する」特旨叙位の発令があり、10月16日にご
遺族に伝達しました。
　あらためて、故人のご功績に対し深甚なる敬
意と感謝の意を表しますとともに、謹んでご冥
福をお祈り申し上げる次第です。

叙勲関係について
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　暖房設備の更新や窓の改修、書架の大部分を
入れ替えるなど、読書を楽しむ場として、快適
な環境が整備されました。

枝幸町立図書館リニューアルオープン

教育行政報告（小川教育長）

　昨夏は、当町でも暑い日が続き、各学校では、
扇風機やサーキュレーターなどを活用し暑さを
しのいできましたが、より効果的な暑さ対策が
必要との判断から、各学校の保健室又は給食ス
ペースにエアコンを設置することとしました。
　財源としては、学校保健特別対策事業国庫補
助の一部を充当し、不足分は今回の補正予算案
でお願いするものです。
　来年度は、児童生徒が暑さによる体調の変化
に対応できることになります。
　今後は、各教室の環境整備に向け、検討を進
めていきます。

学校施設のエアコンの設置について

　11月に入り、児童生徒の感染が増えはじめ、
下旬には枝幸中学校と枝幸南中学校の３年生に
おいて学年閉鎖となり、枝幸高校では学校閉鎖
となりました。
　12月上旬には、枝幸小学校１年生と２年生に
おいても、学年閉鎖となっています。
　今後も、感染が続くことが想定されますので、
咳エチケットや手洗い、換気を行うなど、引き
続き感染予防対策の徹底を図ります。

インフルエンザに係る学校の状況

　枝幸会場では、10月29日と30日に中央コミュ
ニティセンターで開催され、687点の作品展示
のほか、陶芸作品の販売やフラダンスなどの体
験コーナーが催され、また、翌30日には舞台発
表もあり、両日合せて約320人の来場がありま
した。
　歌登会場では、11月４日と５日に文化会館で
開催され、木工やリース作りの体験コーナー、
フリーマーケットのほか、590点の作品展示が
あり、約260人の来場がありました。
　両会場とも文化関係団体はもとより、個人か
らの出展も多数あり、日頃の活動成果を披露し、
来場された方の目を楽しませてくれました。

第１６回枝幸町民文化祭が開催

　10月から11月上旬にかけて、全ての小中学校
で開催され、子どもたちは、保護者の方が見守
る中、劇や踊りなどの練習成果を十分発揮し、
無事に終了しています。

学芸会・文化祭・学校祭について

　８月に北海道大学で開催された「東アジア文
化遺産保存国際シンポジウム」にて、目梨泊遺
跡から出土した「金銅装直刀」の研究成果を発
表する機会があり、筑波大学の谷口陽子准教授
とともに、刀の研究を通じて明らかとなった国
際的な交流拠点としての枝幸町目梨泊遺跡の特
徴を紹介しました。
　シンポジウムには、中国・韓国・モンゴル・
日本から350名を超える第一線の研究者が参加
し、多数の研究者から好意的な評価をいただい
ています。

東アジア文化遺産保存国際シンポジウム

風烈布小学校学芸会
劇「ぼくらのクラス」
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◆刑事訴訟法の再審規定(再審法）の改正を
　求める意見書
　冤罪被害者を救済するための制度としては
再審があるが、その手続を定めた法律（刑事
訴訟法第四編「再審」）には、再審請求手続
の審理の在り方に関する規定がほとんどなく、
裁判所の広範な裁量に委ねられている。この
ため次の事項を速やかに改正するよう求める。
１　再審請求手続において捜査機関が保管す
る全ての証拠を開示すること。
２　再審開始決定に対する検察官の不服申立
てに制限を加えること。
　　　　　（依頼者　北海道弁護士連合会）
　　　　　　　　　提出者　小　林　正　浩
　　　　　　　　　賛成者　石　川　　　勝
　　　　　　　　　賛成者　徳　保　喜　幸
　審議の結果、意見書は採択となりました。
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総
　　　　　理大臣、法務大臣

意見書（意見書案第２号）
陳情第６号
　国の責任で教職員未設置問題の改善を求め
る陳情  
　【陳情者】宗谷教職員組合　枝幸支部
陳情第５号
　年金制度における外国人への脱退一時金の
是正を求める意見書の採択を求める陳情
　【陳情者】小坪　慎也  
　　　審議の結果、資料配布となりました。

陳情

寄付者
（有）シビル開発
　　　　　　　代表取締役　今野慎一郎　氏 
寄附の種類
　・２色モザイク　６枚セット
　・リモーザセット　ほか 
　　　　　　※寄附の内容は８ページへ掲載

報告第10号　寄付採納について【指定寄附】

議案第67号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について 原案可決
議案第68号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について 原案可決
議案第69号 枝幸町課設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第70号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第71号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第74号 枝幸町交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第75号 枝幸町特別会計条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第76号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第77号 枝幸町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第79号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 原案可決
議案第80号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第81号 令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第82号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第83号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第84号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について 原案可決
議案第85号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 原案可決
議案第86号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 原案可決

議案第72号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

議案第73号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第78号 枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

認定第11号 町道の路線廃止について 原案認定
報告第９号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 報告済み
報告第10号 寄附採納について 報告済み

閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 決　　定

12月定例会の主な議案《審議結果》12月定例会の主な議案《審議結果》

《審議結果》

議案第66号　公の施設に係る指定管理者の指定について
名称　枝幸町保健福祉センター　指定管理者となる団体　社会福祉法人  枝幸町社会福祉協議会
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ん
。

　

結
婚
や
出
産
は
、
個
人
の
自
由
な
意

思
決
定
に
基
づ
く
こ
と
は
大
前
提
で
す

が
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
し
や
す

い
町
を
つ
く
る
事
は
行
政
の
責
任
で
す
。

　

出
産
や
子
育
て
を
た
め
ら
う
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
経
済
的
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
物
価
の
上
昇
が
続
き
、
様
々
な

経
済
的
負
担
が
膨
ら
み
、
子
育
て
が
し

に
く
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
当
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　

新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
が
完
成
し
、

子
育
て
世
代
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
に
子
ど
も
を
預
け
る
に
は

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

利
用
者
全
体
の
負
担
額
は
約
９
０
０
万

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
無
料
に

す
れ
ば
、
枝
幸
町
の
子
育
て
に
は
お
金

が
か
か
ら
な
い
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
り
ま
す
。

　

保
育
に
お
金
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、

そ
こ
で
浮
い
た
分
は
個
人
消
費
に
回
り

ま
す
。
そ
れ
は
当
町
の
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
、
ま
す
ま
す
子
育
て
が
し

や
す
く
な
る
と
い
う
好
循
環
を
生
む
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　

枝
幸
町
の
子
育
て
は
町
全
体
で
す
る

と
い
う
考
え
方
に
た
て
ば
、
ま
だ
ま
だ

で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
子
育
て
に

集
中
し
て
予
算
を
か
け
る
。
こ
れ
が
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
最
大
の
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
町

長
は
人
口
減
少
に
対
し
て
強
い
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
町
の

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
大

胆
で
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

当
町
の
人
口
は
１
９
６
０
年
の
１
万

８
５
４
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続

け
、
２
０
２
３
年
９
月
末
現
在
で
は

７
１
７
３
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
政
執
行
方
針
の
中
で
、
人
口
減
少

に
よ
る
地
域
の
担
い
手
や
働
き
手
の
不

足
が
急
速
に
表
面
化
し
て
い
る
こ
と
に

強
い
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
の
最
大
の
理
由
は
、
出
生

数
が
死
亡
数
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）

以
降
こ
の
自
然
減
の
状
態
が
続
い
て
お

　
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
４
名
の

議
員
が
登
壇
し
５
項
目
の
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
の
質
問
と
理
事
者
答
弁
は

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
再
質
問

以
降
は
Ｑ
・
Ａ
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

子育て支援に
ついて

町
長
答
弁

野
　
口
　
洋
　
郎
　
議
員

一
般
質
問

一 般 質 問

　

当
町
で
は
、
核
家
族
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
低
下
に
よ
り
、
孤
立
感
や
不
安

感
を
抱
く
妊
産
婦
の
方
や
、
共
働
き
に

よ
る
子
育
て
家
庭
が
多
い
中
、
仕
事
と

子
育
て
を
両
立
す
る
な
ど
、
社
会
環
境

の
変
化
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
子
育
て
支
援
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
に
必
要
な
各
種
支
援
に
つ
な
げ
る
「

伴
走
型
相
談
支
援
」
を
は
じ
め
、
義
務

教
育
の
「
児
童
期
」
、
高
校
生
な
ど
の

「
青
年
期
」
を
含
め
て
、
各
年
齢
期
に

応
じ
た
施
策
を
、
経
済
的
支
援
と
併
せ

て
長
期
的
・
総
合
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

町
独
自
の
経
済
的
支
援
は
、
出
産
交

通
費
、
子
ど
も
の
予
防
接
種
、
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
助
成
の
他
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
対
象
と

な
ら
な
い
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
よ
り
低
く
保
育
料

の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低

所
得
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
多
子
世
帯
に

つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

保
育
料
、
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
主



再
質
問

定
め
る
べ
き
制
度
設
計
や
方
向
性
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
３
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
よ
り
利
用
料
が
高
額
と
な
る
３
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
に
お
い
て
は
、
家
庭
内

で
子
育
て
を
行
う
方
も
多
く
、
そ
の
方

々
と
の
均
衡
を
図
る
う
え
で
も
、
一
定

の
利
用
料
負
担
は
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
た
め
、
現
状
に
お
い
て
無
償

化
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
、
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、
人
材
確

保
を
含
め
た
体
制
整
備
に
加
え
、
身
近

で
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
持
続
可

能
な
支
援
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

Q1
：
３
歳
以
上
の
子
ど
も
と
３
歳
未
満

の
子
ど
も
の
保
育
料
負
担
に
対
す
る
考

え
方
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

A1
：
３
歳
以
上
の
子
供
に
対
し
て
は
幼

児
教
育
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
３
歳
未

満
の
子
供
に
つ
い
て
は
保
育
と
い
う
考

え
方
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
参
事
）

Q2
：
３
歳
未
満
の
子
を
預
け
て
い
る
家

庭
は
、
子
ど
も
を
預
け
て
で
も
働
き
に

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
だ
と
思
う

が
、
そ
の
認
識
は
あ
る
か
。

A2
：
枝
幸
町
は
共
働
き
の
家
庭
が
多
く
、

専
門
的
人
材
と
し
て
働
い
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

　

所
得
、
多
子
世
帯
の
状
況
に
よ
り
保

育
料
を
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
以
上
の

子
供
に
つ
い
て
も
副
食
費
等
に
同
様
の

軽
減
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
参
事
）

Q3
：
い
た
だ
い
た
資
料
に
よ
る
と
、
保

育
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
の
４
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
収
入
の
少
な
い
人
に

と
っ
て
は
負
担
感
が
多
い
の
で
は
な
い

か
。

A3
：
均
等
割
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、

約
半
分
以
下
の
保
育
料
、
多
子
世
帯
や

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
軽

減
措
置
を
と
っ
て
い
る
な
ど
、
国
の
基

準
よ
り
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
参
事
）

Q4
：
に
じ
の
森
の
子
育
て
支
援
が
枝
幸

町
に
と
っ
て
大
変
す
ば
ら
し
い
活
動
だ

と
思
う
が
、
も
っ
と
発
信
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A4
：
に
じ
の
森
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
で
は

手
の
届
か
な
い
部
分
を
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
々
か
ら
も
好
評
で
あ

り
、
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て

食
費
・
副
食
費
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
に
応
じ
た
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
本
年
４
月
に
開
設

し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
、
午
前
の
み
で
あ
っ
た
土
曜

保
育
の
時
間
を
１
日
に
延
長
し
て
支
援

強
化
を
図
り
、
来
年
４
月
に
は
、
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
を
実

施
す
る
た
め
、
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
「
南
宗
谷
子
ど
も
通

園
セ
ン
タ
ー
」
と
「
子
ど
も
会
館
」
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
複
合
施
設
と
し
て

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
を
中

心
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
を
運
営
す
る
「
に
じ
の
森
」

に
加
え
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
子
育
て
支

援
エ
リ
ア
」
が
形
成
さ
れ
、
よ
り
手
厚

い
支
援
が
展
開
で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
専
門
人

材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
保
育
教
諭

修
学
資
金
貸
付
事
業
」
を
継
続
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
的
な
子
育
て
支
援
の

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

質
問
の
、
「
保
育
に
係
る
利
用
料
の

無
償
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
国
が

一 般 質 問

（８）

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
参
事
）
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１
点
目
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ

ル
へ
の
対
応
で
す
が
、
当
町
は
広
大
な

森
林
や
多
く
の
河
川
を
有
し
、
さ
ら
に

豊
富
な
海
の
恵
み
を
も
た
ら
す
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
面
し
た
「
森
と
海
」
の
自
然

豊
か
な
環
境
で
あ
り
、
カ
ヌ
ー
や
キ
ャ

ン
プ
、
ス
キ
ー
な
ど
、
通
年
で
自
然
を

満
喫
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
体
験

が
可
能
な
エ
リ
ア
で
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
発
信

拠
点
で
あ
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
え
さ
し
」
の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ら

き
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
北
海
道

の
観
光
施
策
と
し
て
も
、
観
光
の
柱
の

一
つ
と
し
て
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ

ル
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
も
す
ば
ら
し
い
自
然
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
文
化
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
人
気
が
沸
騰
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
行
動
制

限
さ
れ
た
た
め
影
響
の
少
な
い
キ
ャ
ン

プ
に
注
目
が
集
ま
り
、
自
然
を
楽
し
む

こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ウ
ス
タ
イ
ベ
千
畳
岩
キ
ャ
ン
プ
場
に

も
、
か
に
祭
り
や
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

に
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
や
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ

ー
の
方
々
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
昇

っ
て
く
る
大
き
な
太
陽
に
感
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
Wi-

Fi
環
境
が
な
い
こ

と
に
不
満
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
に
Wi-

Fi
環
境
を
整
備

し
、
キ
ャ
ン
パ
ー
の
増
加
に
よ
り
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を
推
進
す
る
こ

と
が
可
能
か
、
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま

す
。

一 般 質 問

の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
構
築
と
人
材
確
保
を

進
め
、
こ
れ
ま
で
町
民
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
ガ
イ
ド
」
を
育
成
し
、
試
行
的
に

体
験
観
光
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
は
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
大
き
く
停
滞
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
も
収

束
が
見
え
始
め
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

旅
行
形
態
の
変
化
に
伴
う
安
全
管
理
の

知
識
を
有
す
る
ガ
イ
ド
導
入
や
、
多
様

化
す
る
観
光
需
要
に
対
応
す
る
基
盤
整

備
な
ど
、
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
に

つ
な
が
る
、
魅
力
あ
る
体
験
観
光
の
推

進
体
制
と
受
入
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

次
に
２
点
目
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の

Wi-

Fi
環
境
の
整
備
で
す
が
、
近
隣
市

町
村
に
お
い
て
、
Wi-

Fi
を
設
置
し
て

い
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
多
く
は
、
管
理
棟

や
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
管

理
人
が
常
駐
す
る
な
ど
、
有
料
で
の
運

営
が
多
い
現
状
で
す
。

　

当
町
で
は
、
現
在
３
ヶ
所
の
キ
ャ
ン

プ
場
を
設
置
し
、
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
す
べ
て
予
約
不
要
で
無
料
の
フ
リ

ー
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
好
評
を
い

町
長
答
弁

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
と
い
う

ワ
ー
ド
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
が
北
海
道
で
開
催

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
と
は
、

一
般
的
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

異
文
化
体
験
の
３
つ
の
要
素
の
う
ち
、

２
つ
以
上
を
組
み
合
わ
せ
た
旅
行
形
態

と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

北
海
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
し
く
雄

大
な
自
然
や
豊
か
な
食
、
ア
イ
ヌ
文
化

や
世
界
文
化
遺
産
の
縄
文
遺
跡
群
、
ま

た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
、
ス
キ
ー
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
環
境
が
整
っ
て
お

り
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

枝幸町のアド
ベンチャート
ラベルへの対
応

小
　
林
　
正
　
浩
　
議
員

一
般
質
問
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Q1
：
３
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は
。

A1
：
令
和
４
年
度
は
、
ウ
ス
タ
イ
ベ
キ

ャ
ン
プ
場
５
５
２
名
、
岡
島
は
ま
な
す

キ
ャ
ン
プ
場
３
７
２
名
、
歌
登
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
プ
場
２
７
６
名
、
令
和
５
年

度
は
、
ウ
ス
タ
イ
ベ
が
２
７
６
０
名
、

岡
島
が
２
７
９
名
、
歌
登
は
３
９
７
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q2
：
今
年
度
は
３
０
０
０
人
以
上
が
来

場
さ
れ
嬉
し
く
思
う
。
そ
の
中
で
管
理

人
が
な
く
密
接
な
話
は
聞
け
な
い
と
思

う
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
の
要
望
、

意
見
な
ど
は
聞
い
て
い
る
か
。

A2
：
Wi-
Fi
環
境
に
つ
い
て
は
聞
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
ウ
ス
タ
イ
ベ
キ
ャ
ン
プ

場
に
つ
い
て
は
ト
イ
レ
、
炊
事
場
の
環

境
が
古
い
と
の
話
は
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q3
：
Wi-

Fi
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し

め
る
等
の
声
が
実
際
に
あ
る
。
Wi-
Fi

環
境
整
備
に
は
管
理
等
が
必
要
に
な
る

の
か
。

A3
：
ウ
ス
タ
イ
ベ
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
ト

イ
レ
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が

通
っ
て
お
り
Wi-

Fi
の
設
置
は
可
能
で

す
が
、
広
い
範
囲
に
な
る
と
ト
イ
レ
へ

の
親
機
設
置
以
外
に
も
特
別
な
鉄
柱
等

一 般 質 問

の
設
置
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
工
事
費

は
数
百
万
円
か
か
る
と
の
事
で
す
。

　

道
の
駅
に
は
、
交
通
情
報
・
災
害
時

の
た
め
に
北
海
道
開
発
局
が
Wi-

Fi
の

設
置
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q4
：
防
災
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
Wi-

Fi
設
置
を
考
え

て
ほ
し
い
。

　
次
に
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

に
は
様
々
な
分
野
で
質
の
高
い
ガ
イ
ド

が
必
要
だ
が
、
現
在
の
ガ
イ
ド
は
何
名

か
。

A4
：
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
と
し
て
は
現
在

７
名
で
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
講

習
を
受
け
て
い
る
の
が
５
名
、
知
事
認

定
（
カ
ヌ
ー
・
自
然
等
の
指
導
が
で
き

る
）
の
資
格
者
が
１
名
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q5
：
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
い
る
の
は
、

育
成
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
あ
る
と
思

う
が
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
に

対
応
す
る
に
は
ガ
イ
ド
の
人
数
が
少
な

く
、
今
後
増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。

A5
：
現
在
の
７
名
は
経
験
不
足
も
あ
り
、

更
な
る
育
成
と
人
材
発
掘
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
南
宗
谷
地
区
の
浜

頓
別
町
、
中
頓
別
町
に
も
専
門
ガ
イ
ド

が
い
る
の
で
連
携
を
深
め
、
可
能
な
限

た
だ
い
て
い
る
一
方
で
、
管
理
棟
の
設

置
や
管
理
人
の
配
置
も
無
く
、
利
用
者

の
方
々
の
自
主
的
な
管
理
と
責
任
で
ご

使
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
各
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
、
日
常
や
都
会
の
喧
騒
か
ら
離

れ
、
枝
幸
の
ま
ち
の
方
々
や
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
大
切
に
運
営
し
て
お
り
、
ま
た
、
最

寄
り
の
公
共
施
設
や
観
光
施
設
に
Wi-
Fi

環
境
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
整
備
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
観
光
客
や
キ
ャ

ン
プ
場
利
用
者
の
増
加
を
は
じ
め
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
に
発
展
す
る

新
し
い
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
再
出
発
と
な
る
当
町
の
観
光
振
興
に

必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
観
光
協
会
や
関
連
団
体
、

広
域
観
光
を
形
成
す
る
近
隣
地
域
と
の

連
携
を
強
化
し
、
役
割
分
担
や
受
入
体

制
を
再
構
築
し
た
う
え
で
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
地
域
メ
ニ
ュ
ー
の
確
立
と
発
信

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

り
育
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q6
：
他
に
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
周
辺
で
の

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
が
考
え
ら
れ

る
と
思
う
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
学
芸

員
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
。

A6
：
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
連
携
し
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）

Q7
：
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
。

A7
：
今
後
、
必
要
性
を
考
慮
し
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
長
補
佐
）
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問

境
保
全
の
観
点
か
ら
、
よ
り
よ
い
事
業

計
画
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
と
し
て
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
に
お
い
て
条

例
制
定
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
点
目
の
風
力
発
電
設
備
施
設
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
へ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

は
じ
め
に
区
域
施
策
編
で
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
町
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
長
期
目
標
と
し
て
定
め
、

２
０
３
０
年
度
の
中
間
目
標
で
は
、

２
０
１
３
年
度
対
比
で
75
％
、
12
万

５
４
２
６
ト
ン
を
削
減
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
に
対
し
て
、
風
力
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

を
調
達
す
る
こ
と
で
、
確
実
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
効
果
が
得
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q1
：
小
型
風
力
発
電
設
備
設
置
に
関
わ

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
枝
幸
町
に
は
あ
る

と
思
う
が
、
小
型
と
大
型
は
ど
こ
で
線

引
き
さ
れ
る
の
か
。

A1
：
小
型
風
力
発
電
設
備
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
平
成
29
年
３
月
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

評
価
の
手
引
」
に
つ
い
て
も
策
定
さ
れ

て
お
り
、
環
境
影
響
評
価
法
に
よ
る
一

般
ル
ー
ル
と
電
気
事
業
法
に
規
定
す
る

発
電
所
固
有
の
手
続
な
ど
、
詳
細
に
わ

た
り
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
近
年
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
る
太
陽
電
池
発
電
設
備
と
風
力
発
電

設
備
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
方
々
が
北

海
道
の
良
好
な
景
観
形
成
に
果
た
す
役

割
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
お

い
て
、
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
に
努
め

る
た
め
、
「
北
海
道
太
陽
電
池
・
風
力

発
電
設
備
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
策
定
・
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
や
北
海
道
に
お
い

て
関
連
法
令
を
踏
ま
え
て
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
町
独
自
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
風
力
発
電
設
備
建
設
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
計
画
し
て

い
る
開
発
事
業
が
環
境
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
事

業
者
自
ら
が
調
査
・
予
測
・
評
価
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
評
価
結
果
は
公
表
し
て
、
一
般

の
方
々
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
意

見
を
聴
き
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
環

一 般 質 問
　

近
年
、
世
界
各
地
、
ま
た
国
内
に
お

い
て
も
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ

れ
る
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
ほ
ど
の

様
々
な
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発

し
、
住
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

当
町
も
令
和
３
年
２
月
10
日
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
枝
幸
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
内
に
民
間
企
業

に
よ
る
大
型
風
力
発
電
設
備
の
計
画
が

８
月
31
日
開
催
の
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
経
済
活
動
で
す
の
で
一
般

論
と
し
て
お
聞
き
し
ま
す
が
、
道
北
地

域
は
、
風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

再生エネルギ
ーへの考え方

　

事
実
、
宗
谷
管
内
に
お
い
て
は
、
稚

内
市
、
豊
富
町
、
浜
頓
別
町
な
ど
積
極

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
道
内
で
も
景
観
保

存
等
の
理
由
で
反
対
す
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
科
学
的
知
見
が

な
い
た
め
、
動
植
物
を
含
め
た
自
然
環

境
、
人
体
へ
の
影
響
な
ど
不
安
が
先
に

来
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

町
と
し
て
、
風
力
発
電
設
備
建
設
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
条
例
制
定
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
の
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
よ
る
当
町
の
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
や
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
お
考
え
か
、
町
長
の
所
信
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

１
点
目
の
「
風
力
発
電
設
備
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
条
例
制
定
」
や
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
」
の
考
え
で
す
が
、
国

に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
許
認
可
手
続
き
や
個
別
フ

ロ
ー
、
関
連
す
る
補
助
制
度
や
税
制
優

遇
な
ど
の
情
報
を
一
元
化
し
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
発
電
所
に
係
る
環
境
影
響

町
長
答
弁

徳　
保　
喜　
幸　
議
員

一
般
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動
、
事
業
者
が
で
き
る
行
動
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
道
に
で
す
が
、
一
人
一
人
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
識
啓
発
が
一
番
重
要
で
す
。

　

町
が
率
先
し
て
取
り
組
み
の
視
点
に

立
ち
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
達
導
入
も
将
来
的
に
行
っ
て

い
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

　

令
和
５
年
４
月
１
日
、
道
路
交
通
法

の
改
正
に
よ
り
、
自
転
車
に
乗
る
す
べ

て
の
人
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力

義
務
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
13

歳
未
満
の
子
ど
も
が
自
転
車
に
乗
る
と

き
に
、
保
護
者
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
努
力

義
務
で
し
た
が
、
現
在
は
、
す
べ
て
の

人
が
自
身
の
責
任
で
の
努
力
義
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
北
海
道
で
は
、
自
転
車
の

う
、
法
律
の
範
囲
内
で
分
か
り
や
す
い

説
明
は
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い
う

言
葉
は
一
般
の
方
に
は
解
ら
な
い
の
で
、

説
明
資
料
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

Q4
：
国
か
ら
市
町
村
に
求
め
ら
れ
る
役

割
と
し
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
る
が
、
行

政
区
域
の
中
で
風
力
発
電
設
置
に
対
し

て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
作
業
す
る
計
画
は
あ

る
か
。

A4
：
当
町
が
保
有
し
て
い
る
自
然
環
境
、

漁
業
や
農
業
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
基

準
に
則
っ
て
促
進
区
域
を
縛
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
北
海
道
に
お
い
て
、
ど

う
い
っ
た
考
え
の
も
と
促
進
計
画
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
か
答
申
案
を
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
時
点

で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
促
進
区
域
を
設
定
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

Q5
：
枝
幸
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
建
設

と
導
入
の
問
題
は
、
自
然
環
境
に
与
え

る
影
響
を
極
力
小
さ
く
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る

が
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A5
：
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と

こ
ろ
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
行

一 般 質 問

（12）

徳　
保　
喜　
幸　
議
員

一
般
質
問

２
問
目

自転車乗車
用ヘルメッ
ト着用の普
及について

　

民
間
事
業
者
が
売
電
し
て
国
で
買
い

取
っ
て
も
ら
え
る
制
度
が
あ
る
と
い
う

話
の
中
で
、
当
時
、
大
型
風
力
発
電
が

軌
道
に
乗
る
前
に
民
間
事
業
者
か
ら
設

置
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
、
他
町
村
に
な
ら
い
、
町
民
ト
ラ

ブ
ル
や
健
康
不
安
を
防
ぐ
た
め
、
50

kw
未
満
の
小
型
風
力
発
電
を
対
象
に
作

成
し
た
も
の
が
小
型
風
力
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
す
。

　

一
方
、
大
型
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

環
境
影
響
評
価
法
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
制
度
よ
り
、
対
象
と
な
る
事
業
が
第

一
種
事
業
、
第
二
種
事
業
と
分
か
れ
ま

す
。
第
一
種
事
業
は
１
万
kw
以
上
、
第

二
種
事
業
は
出
力
差
７
５
０
０
kw
あ
る

い
は
１
万
kw
ま
で
で
、
必
ず
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
制
度
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

中
間
の
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
３
月
に
制
定
し
て
い
ま
す
環
境

基
本
条
例
の
中
で
、
国
の
小
型
風
力
発

電
の
定
め
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
著
し
く
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
場
合
は
、
町
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

事
業
者
自
ら
が
予
測
評
価
い
た
だ
く
よ

う
措
置
を
講
ず
る
旨
を
環
境
基
本
条
例

に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

Q2
：
今
ま
さ
に
計
画
、
調
査
が
進
み
大

型
設
備
に
な
る
と
思
う
が
、
誰
が
担
当

者
に
な
っ
て
も
同
じ
認
識
で
対
応
で
き

る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

A2
：
町
で
把
握
し
て
い
る
部
分
で
は
、

大
型
風
力
発
電
は
概
ね
一
基
４
０
０
０

kw
以
上
の
も
の
が
９
〜
10
基
、
そ
れ
以

上
の
も
の
は
１
社
が
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
想
定
し
て
い
る
業
者
が
３
〜

５
社
い
ま
す
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制

度
に
基
づ
い
て
調
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

持
っ
て
や
る
と
、
町
は
そ
れ
以
上
の
も

の
は
難
し
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
条
例

を
制
定
す
る
に
し
て
も
、
法
律
の
範
囲

で
決
ま
っ
て
い
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

制
度
の
も
の
を
個
別
に
町
が
作
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

Q3
：
他
町
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
て
お
り
、
町
民
・
議
会
に
示
し
て
お

く
こ
と
が
安
心
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

A3
：
各
事
業
者
の
投
資
意
欲
が
北
海
道

に
向
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
ま
で
は
い
か
な
い

ま
で
も
、
町
民
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
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再
質
問

　

な
お
、
購
入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
法
改
正
以
前
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購

入
し
て
い
る
地
区
の
児
童
と
の
兼
ね
合

い
も
踏
ま
え
、
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

ま
す
。

Q1
：
以
前
か
ら
購
入
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
は
あ
る
が
、
周
知
活
動
を
し
な

が
ら
進
め
る
事
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、

購
入
時
の
補
助
制
度
で
機
運
を
高
め
た

方
が
得
策
で
は
な
い
か
。

A1
：
地
区
の
通
学
さ
れ
て
い
る
児
童
・

生
徒
は
以
前
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
い
ま
す
。
補
助
と
い
う
よ
り
、
ま

ず
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
課
長
）

一 般 質 問
絡
む
事
故
で
の
死
傷
者
は
１
２
４
８
人

で
、
う
ち
12
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

死
亡
し
た
人
の
６
割
は
頭
部
へ
の
外
傷

が
致
命
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

努
力
義
務
と
い
う
こ
と
で
罰
則
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
命
を
守
る
た
め
に
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
有
効
で
す
。

　

枝
幸
町
で
の
自
転
車
利
用
者
の
状
況

は
、
市
街
地
で
は
着
用
が
な
い
状
況
で

す
。
少
な
く
と
も
子
ど
も
た
ち
に
は
、

し
っ
か
り
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
お
願

い
し
た
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
命
を

守
る
責
任
は
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
我

々
す
べ
て
の
大
人
に
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

町
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
普
及
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
時
の
補
助
金
支
給
を
考
え
て
頂
け
な

い
か
提
案
し
ま
す
。
道
内
の
多
く
の
自

治
体
で
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
町
の
自

転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
気
運

の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

自
転
車
に
関
す
る
死
亡
交
通
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
頭
部
を
保
護

す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、
不
幸
に

し
て
事
故
に
遭
っ
た
場
合
で
も
致
命
傷

を
受
け
る
危
険
性
を
で
き
る
だ
け
回
避

す
る
も
の
だ
と
理
解
し
ま
す
。

　

警
察
庁
が
今
年
７
月
に
実
施
し
た
自

転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の

調
査
に
よ
る
と
、
全
国
平
均
は
13
・
５

％
、
北
海
道
は
６
・
４
％
と
47
都
道
府

県
中
39
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
頃
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
品
薄
に
よ

り
購
入
で
き
な
か
っ
た
方
も
い
る
よ
う

に
聞
い
て
い
ま
す
が
、
町
内
に
お
い
て

は
、
自
転
車
で
通
学
す
る
地
区
の
児
童

の
ほ
か
、
市
街
地
で
も
大
人
の
方
の
着

用
を
徐
々
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

車
両
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
同
様

に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
自
発
的
な
着
用
が

必
要
で
あ
り
、
自
転
車
を
運
転
す
る
方

が
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
購
入
し
、

着
用
す
る
と
い
う
意
識
が
大
事
で
す
。

　

以
前
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
関
し

て
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
最
近
は
あ
ま
り
目
に
し

な
い
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
、
改
め

て
そ
の
有
効
性
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｅ
Ｏ
Ｓ
放
送
な
ど
に
よ
り
啓
発
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
答
弁

枝幸町ホームページで会議録と、議会の議決結果等を確認できるようになりました。

枝幸町議会
会議録のＱＲコード

議会日程・審議結果
ＱＲコード

議会トップページの
ＱＲコード
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再
質
問

い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
相
談
員
に
つ
い
て
は
、

９
月
か
ら
不
在
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、

人
材
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

不
登
校
や
不
登
校
ぎ
み
の
児
童
生
徒
の

学
校
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
、
町
関
係
課
と
ケ
ー

ス
会
議
な
ど
を
活
用
し
た
協
議
を
行
い
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

Q1
：
当
町
に
お
け
る
不
登
校
者
の
人
数

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

A1
：
当
町
の
児
童
・
生
徒
数
を
考
え
る

と
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

Q2
：
不
登
校
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

A2
：
ひ
と
り
ひ
と
り
原
因
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
学
校
は
保
護
者
と
連
絡
を
取

り
、
そ
の
児
童
に
合
っ
た
対
応
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
多
い
傾
向
と
し
て
、
夜

遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
や
動
画
サ
イ
ト
を
見

て
い
る
よ
う
で
す
。
早
寝
早
起
き
の
生

活
が
最
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

Q3
：
教
育
相
談
員
が
９
月
か
ら
不
在
と

な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。

A3
：
今
ま
で
は
校
長
経
験
者
に
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
学
校
現
場
を
知
っ
て

い
る
方
、
も
し
く
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

資
格
を
有
し
て
い
る
方
を
探
し
て
い
ま

す
が
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

宗
谷
教
育
と
も
相
談
し
な
が
ら
早
急

に
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
長
）

一 般 質 問

　

は
じ
め
に
、
11
月
21
日
の
総
務
文
教

常
任
委
員
会
で
説
明
し
ま
し
た
不
登
校

や
不
登
校
ぎ
み
を
含
ん
だ
人
数
で
す
が
、

令
和
４
年
７
月
末
時
点
の
も
の
を
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
数
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会

が
、
毎
年
２
回
調
査
を
行
っ
て
い
る
数

を
使
用
し
て
お
り
、
直
近
の
不
登
校
や

不
登
校
ぎ
み
の
人
数
は
、
令
和
５
年
６

月
末
時
点
で
、
小
学
校
で
５
名
、
中
学

校
13
名
、
併
せ
て
18
名
と
な
り
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
内
訳
を
申
し
ま
す
と
、

30
日
以
上
欠
席
の
児
童
生
徒
は
10
名
、

30
日
未
満
の
欠
席
は
８
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

不
登
校
対
策
の
現
状
と
し
ま
し
て
は
、

学
校
に
お
い
て
、
家
庭
訪
問
や
電
話
に

よ
る
児
童
生
徒
の
状
況
な
ど
の
把
握
と
、

学
校
・
保
護
者
が
不
登
校
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
共
有
し
、
必
要
に
応

じ
、
別
室
登
校
や
時
間
差
に
よ
る
登
校
、

児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

授
業
参
加
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
教
育
相
談
員
や
民
生
児
童
委

員
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

町
の
関
係
課
と
連
携
を
図
り
対
応
し
て

教
育
長
答
弁

　

11
月
21
日
の
総
務
文
教
常
任
会
に
お

い
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
当
町
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
数
は
、
小
学
校
で

８
名
、
中
学
校
で
17
名
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
全
国
で
29
万
９
０
０
０
人
、

北
海
道
内
で
１
万
２
０
０
０
人
と
過
去

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
定
義
は
、
特
別
な
事
情
が

な
く
、
年
間
30
日
以
上
不
登
校
と
な
っ

た
状
態
を
指
し
ま
す
。
平
成
28
年
以
降
、

大
き
く
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
「
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向

け
た
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
」
の
通
知

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
生
徒
指
導
上
の
喫

緊
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
現

状
を
把
握
し
な
が
ら
の
学
校
・
地
域
社

会
・
家
庭
が
連
携
し
た
対
策
に
つ
い
て
、

教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

遠
　
山
　
　
　
修
　
議
員

一
般
質
問

枝幸町におけ
る不登校の現
状と対策

　議会はどなたでも傍聴することができます。
　本会議では議員の一般質問の他、町政に関する
条例や予算などが審議されます。
　議員の活動や町政の方針などを、ぜひご覧ください。

を議 会を議 会 傍 聴傍 聴 しませんかしませんか

　EOSチャンネルでは議会定例会を全日程生中継しています。
次回の定例会は３月６・７・８・11日を予定しています。
　本会議では議員の一般質問の他、町政に関する条例や予算
などが審議されますので、ぜひご覧ください。

議会を生中継しています
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定
例
会
１
日
目
の
一
般
質
問
を
２
年

生
36
人
が
傍
聴
し
、
条
例
改
正
案
審
議

を
１
年
生
39
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
を
通
じ
て
の
感
想
を
一
部
で
す

が
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
に
は
高
校
生
と
の
懇
談
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
が

で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

枝
幸
町
を
よ
り
よ
い
町
に
す
る
た

め
に
多
く
の
対
策
や
制
度
を
考
え

て
い
る
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
の
た
め
に

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
や

新
婚
向
け
に
も
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

　

議
会
傍
聴
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、

緊
張
感
や
迫
力
が
す
ご
か
っ
た
。

国
に
提
案
（
陳
情
）
を
出
そ
う
と

し
て
い
て
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い

た
。
１
つ
１
つ
丁
寧
に
議
会
を
進

め
て
い
て
枝
幸
を
よ
く
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
枝
幸
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

枝
幸
町
の
い
じ
め
に
つ
い
て
や

枝
幸
町
の
交
通
安
全
指
導
員
の
減

少
に
つ
い
て
な
ど
、
僕
た
ち
の
知

ら
な
い
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
議

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
枝
幸
町
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
議

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
と
て
も

大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

議
会
室
の
つ
く
り
や
議
会
中
の

雰
囲
気
な
ど
、
実
際
に
見
て
初
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
多

く
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

画
面
越
し
に
見
る
の
に
比
べ
、
と

て
も
迫
力
が
あ
っ
て
、
緊
張
感
が

直
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ

理
解
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
も
っ
と
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。

議
会
傍
聴
を
通
じ
て
の
感
想

２
年
生

１
年
生

１
年
生

１
年
生

２
年
生

２
年
生

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

と
て
も
い
い
経

　
　
　
　
　
　

験
に
な
っ
た
と
思

　
　
　
　
　
　

う
。
議
員
の
人
が

　
　
　
　
　
　

質
問
し
た
り
、
意

　
　
　
　
　
　

見
を
言
っ
た
り
す

　
　
　
　
　
　

る
際
に
、
す
ご
く

　
　
　
　
　
　

知
識
が
必
要
だ
な

　
　
　
　
　
　

と
思
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　

た
め
の
準
備
・
勉

強
が
大
変
そ
う
。
枝
幸
の
傍
聴
席

や
議
場
を
初
め
て
見
た
の
で
す
ご

い
と
思
っ
た
。

　

自
分
は
枝
幸
町
が
行
っ
て
い
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
全
く
知
ら

な
か
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
か
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、
枝
幸
町
の
子
ど
も
の
数
を
増

や
す
た
め
に
、
枝
幸
町
の
子
育
て

支
援
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
て
、
議

会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ

れ
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
将
来
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら

な
い
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
。
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　　合葬墓使用料収入42万円の内容につ
　　いて。　　　　　　　　（野口議員）
　　人体は申請者７名で、25体の埋葬です。
　　ペットは５名で７頭の埋葬です。
　　　　　　　　　　　　　（町民課長）

　　電力・ガス・食料品等価格高騰重点支
　　援給付追加事業の内容について。
　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
　　対象者は住民税非課税世帯で、１世帯
　　あたり７万円×1,200世帯分8,400万円と、
事務費300万円の合計8,700万円となります。
　　　　　　　　　　　　　（企画課長）
　　年内支給は難しいか。　（野口議員）

　　国の正確な事業内容が決定していない
　　ので、難しいと思います。
　　　　　　　　　　　　　（企画課長）
　　住民税非課税世帯より収入が少し上の
　　世帯に対する援助を考えているか。　
　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
　　国の物価高に対応する予算3,500万円を
　　活用した事業を考えています。
　　　　　　　　　　　　　（企画課長）

　　小中学校感染対策事業のエアコン設置
　　の内容について。　　　（小林議員）
　　各小中学校１台で保健室や給食スペー
　　スへの設置を考えています。
　　　　　　　　　　　（学校教育課長）

　　公共施設等感染拡大防止対策強化事業
　　のエアコン設置の内容について。
　　　　　　　　　　　　　（小林議員）
　　保育施設等に関するエアコン設置で、
　　認定こども園には現在小さなお子さん
の部屋等に６台の設置でしたが、４台追加
し、歌登保育所や音標保育所、学童施設な
ど合計11台のエアコンとサーキュレーター
８台を新たに設置予定としています。
　　　　　　　　　　　　（町民課参事）

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Q1

A1

Q2

A2

Q3

A3

　　公共施設災害復旧事業、バックネット
　　復旧工事の工期について。（野口議員）
　　１月入札で７月上旬の完成を目指して
　　います。資材の調達に約４ヵ月かかり、
工事期間２ヵ月の予定です。できるだけ利
用開始が早まるよう努力します。
　　　　　　　　　　　（社会教育課長）

　　エゾシカ捕獲報奨金の増額理由につい
　　て。　　　　　　　　　（岩谷議員）
　　ヒグマ捕獲報奨金15頭分120万円の予
　　算でしたが、７月までに15頭を捕獲し、
その後７頭分56万円をエゾシカ捕獲報奨金
より予算流用したため、補正予算56万円を
お願いします。　　　　　　（農林課長）
　　

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

鹿は、令和５年度から1,200頭まで捕獲でき
ることとなりました。

枝幸町の捕獲頭数の推移
令和５年度
（12月末）令和４年度令和３年度熊

捕獲方法
（銃）

捕獲方法
（箱わな）

合　計 16頭

２頭

14頭

９頭

１頭

８頭

27頭

１頭

26頭

令和５年度
（12月末）令和４年度令和３年度鹿

捕獲方法
（銃）

捕獲方法
（くくり罠）

合　計 1,000頭

０頭

1,000頭

1,000頭

０頭

1,000頭

955頭

22頭

933頭

第４回定例会での補正予算の質疑内容を「質問はＱ・答弁はＡ」要約してお知らせします。

12月定例会  補正予算12月定例会  補正予算 Ｑ Ａ＆＆
令和５年度12月補正

一般会計補正予算（第５号）5,440万5,000円を増額し、総額 128億64万5,000円一般会計補正予算（第５号）5,440万5,000円を増額し、総額 128億64万5,000円
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②
学
校
給
食
費
の
納
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　

令
和
４
年
度
の
公
会
計
化
に
伴
い
納

入
に
関
す
る
全
て
の
事
業
を
給
食
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
の
滞
納
件
数
は
15
世
帯
、

滞
納
額
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
の
合
計
で
２
１
３
万
１
９
３
３
円
、

滞
納
額
に
対
す
る
納
付
は
、
各
年
度
で

５
万
円
か
ら
10
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
に
は
78
万
９
５
８
円
の

不
納
欠
損
処
理
を
実
施
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
滞
納
額
に
対
す
る
納

付
額
は
４
万
８
１
２
３
円
で
、
各
世
帯

に
対
す
る
納
付
対
応
は
、
文
書
催
告
、

電
話
催
告
、
口
座
引
き
落
と
し
不
納
者

に
は
文
書
催
告
し
滞
納
額
の
圧
縮
に
努

め
て
い
く
。

<

質
疑
等>

○
支
払
う
能
力
が
あ
っ
て
も
払
わ
な
い

方
の
逃
げ
得
を
さ
せ
る
こ
と
は
公
平
性

を
欠
く
こ
と
と
な
る
の
で
、
し
っ
か
り

調
査
を
し
た
う
え
で
徴
収
業
務
す
る
べ

き
だ
と
思
う
し
、
町
外
の
方
へ
も
直
接

行
っ
て
徴
収
す
る
対
応
も
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

○
滞
納
を
起
こ
さ
な
い
対
応
を
し
っ
か

り
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
滞
納
分
の
分
割
納
付
に
も
応
じ
な
い

枝　幸　町　議　会 No.67令和６年２月 29日発行

①
物
価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
町
の
物
価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
の
第

３
弾
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
支
援
の
１

事
業
の
追
加
に
よ
り
８
７
０
０
万
円
を

12
月
議
会
に
補
正
計
上
す
る
。

　

今
回
の
経
済
対
策
は
、
低
所
得
世
帯

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
の
給
付
金
事
業

で
、
１
２
０
０
世
帯
分
８
４
０
０
万
円

の
給
付
金
と
、
給
付
に
必
要
な
事
務
費

３
０
０
万
円
と
し
、
12
月
補
正
で
予
算

措
置
が
さ
れ
た
後
、
詳
細
を
決
定
し
、

最
低
限
の
事
務
手
続
き
を
経
て
給
付
を

行
い
、
年
度
内
で
事
業
が
完
了
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　

合
せ
て
、
12
月
補
正
に
、
認
定
こ
ど

も
園
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
関
連
施

設
へ
の
空
調
整
備
１
０
０
０
万
円
、
保

養
施
設
等
の
換
気
対
策
あ
る
い
は
感
染

予
防
に
す
る
備
品
整
備
等
９
０
０
万
円

を
計
上
す
る
予
定
。

<

質
疑
等>

○
給
付
金
の
支
給
は
年
度
内
と
し
て
い

る
が
、
支
給
日
の
見
込
み
は
。

○
住
民
か
ら
灯
油
代
が
高
く
な
り
大
変

厳
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
子
供
関
連
施
設
へ
の
空
調
設
備
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
の
か
。

○
エ
ア
コ
ン
は
、
冷
房
機
能
の
ほ
か
に

暖
房
機
能
も
考
え
て
い
る
か
。

委 員 長　小林正浩
副委員長　徳保喜幸
委　　員　遠山　修
委　　員　野口洋郎
委　　員　清水顕志
議　　長　小原　仁

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

担
当
所
管
　
総
務
課
・
教
育
委
員
会
な
ど

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

給
与
所
得
世
帯
は
何
世
帯
か
。

③
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　

毎
年
、
教
育
委
員
会
の
事
務
管
理
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
、
教
育
に
関
し
て

学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
知
見
の
活
用

を
図
り
つ
つ
点
検
評
価
を
行
う
こ
と
と

し
、
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
12
月
定

例
会
に
提
出
す
る
。

　

事
業
評
価
は
Ｂ
（
概
ね
達
成
）
を
評

価
の
基
本
と
し
、
社
会
教
育
事
業
の
図

書
館
活
動
や
博
物
館
活
動
に
お
い
て
Ａ

評
価
、
子
供
の
豊
か
な
心
を
育
む
活
動

機
会
の
充
実
で
は
Ｃ
評
価
と
し
た
。

<

質
疑
等>

○
枝
幸
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状

は
。

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
家
庭
が
相
談

す
る
窓
口
や
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

か
。

○
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
縮
減
の
項
目

が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
学
校

の
先
生
の
時
間
外
勤
務
時
間
は
把
握
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
は
。

第
６
回
（
11
月
21
日
開
催
）

この給付金は、１月下旬から順次
給付が始まっています。

エアコンは冷暖房機能
が付いているものが
設置されます。
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公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
町
の
公
共
施
設
14

ヶ
所
を
対
象
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
実
施
を
考
え
て
い

る
。

<

質
疑
等>

○
公
共
施
設
に
充
電
器
と
い
う
Ｅ
Ｖ
化 

は
、
既
に
枝
幸
は
遅
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
合
せ
て
水
素
エ
ン
ジ
ン
な
ど
新
し

い
も
の
を
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
考

え
は
あ
る
か
。

①
枝
幸
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　
の
推
進
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
課
）

　
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２
０
１
３
年

度
と
比
較
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
実
質

排
出
量
を
75
％
削
減
す
る
中
間
目
標
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

重
点
的
な
取
組
事
項
と
し
て
、
次
世

代
住
宅
建
設
支
援
事
業
で
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
能
基
準
を
満
た
す
住
宅
に
対

し
て
、
最
大
で
３
５
０
万
円
の
支
援
が

行
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

え
さ
し
５
Ｒ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

事
業
系
ゴ
ミ
の
適
正
排
出
を
促
す
た
め
、

11
月
か
ら
随
時
、
町
内
の
事
業
所
を
訪

問
し
、
ゴ
ミ
の
発
生
量
や
分
別
・
排
出

方
法
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
、
適
正

な
処
理
を
お
願
い
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
。

④
枝
幸
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　

４
月
の
暴
風
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た
枝

幸
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
復
旧
工
事
の

概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
延
長
16
ｍ
高
さ
８
ｍ
、

支
柱
５
本
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
と

し
、
工
事
費
は
１
８
０
０
万
円
、
工
期

は
明
許
繰
越
と
し
、
令
和
６
年
７
月
初

旬
と
す
る
が
、
早
期
に
完
了
す
れ
ば
、

利
用
開
始
も
早
く
で
き
る
よ
う
進
め
た

い
。

<

質
疑
等>

○
工
期
が
令
和
６
年
７
月
と
の
こ
と
だ

が
、
資
材
が
入
り
次
第
、
早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
対
応
を
徹
底
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

委 員 長　石川　勝
副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
議　　長　小原　仁

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

担
当
所
管
　
町
民
課
・
観
光
課
な
ど

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
４
回
（
11
月
22
日
開
催
）

　

Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
公
用
車

の
次
世
代
自
動
車
導
入
に
つ
い
て
は
、

11
月
に
Ｅ
Ｖ
産
業
の
大
手
企
業
で
あ
る

テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
㈱
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
町
内
の

公
共
施
設
５
箇
所
に
Ｅ
Ｖ
充
電
機
12
機

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

設
置
予
定
の
公
共
施
設
は
、
６
Kw
の

普
通
充
電
器
が
４
ヶ
所
で
、
枝
幸
町
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
認
定
こ
ど
も
園
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
幸
林
と
し
て
お
り
、
50 

Kw
の

急
速
充
電
器
に
つ
い
て
は
１
カ
所
、
道

の
駅
を
予
定
し
て
い
る
。

　

次
世
代
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
に
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
１
台
を
購
入
予
定
と
し
、
今
後
も
計

画
的
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
方

と
し
て
は
、
国
の
補
助
金
な
ど
を
最
大

限
活
用
し
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
将
来
的
な

普
及
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
Ｅ
Ｖ
充
電

器
を
整
備
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
の

排
出
の
抑
制
に
取
り
組
む
。　

倒壊前と同規模のバックネットが
設置されることになった枝幸球場

（※

）

（※）
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組
織
状
況
は
９
月
30
日
現
在
、
正
職

員
が
34
名
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
が
56

名
の
合
計
90
名
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
が
７
名
増

加
。
特
に
客
室
清
掃
業
務
の
人
材
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
短
い
日
数
や
、
短

時
間
勤
務
を
採
用
し
た
こ
と
で
パ
ー
ト

職
員
が
増
加
し
た
。

　

運
営
状
況
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
幸
林

の
宿
泊
部
門
が
、
前
年
同
期
で
６
１
５

人
増
加
、
宿
泊
料
は
８
８
１
万
４
０
０

０
円
増
加
し
た
。
入
浴
部
門
も
５
４
６

１
人
増
、
入
浴
料
は
２
５
５
万
５
０
０

０
円
増
加
し
て
い
る
。

　

男
子
サ
ウ
ナ
室
の
内
装
修
繕
を
６
月

に
実
施
。
12
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
温
泉
ポ
ン
プ
の
取
替
を
実
施
予
定
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
は
、
前
年
同
期

で
１
５
４
８
人
増
加
、
ま
た
宴
会
利
用

者
数
も
９
３
３
人
で
５
９
１
人
増
加
し

て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
運
営
状

況
は
、
宿
泊
部
門
が
前
年
同
期
で
81
人

の
微
増
、
宿
泊
料
は
６
０
５
万
９
０
０

０
円
増
と
な
っ
て
い
る
。
入
浴
部
門
は
、

８
６
０
０
人
と
前
年
同
期
で
８
２
３
人

増
加
し
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
は
、
町
条

例
改
正
に
伴
い
、
４
月
よ
り
入
浴
料
を

て
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
訴
状

が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
経
過
説
明
が
あ

っ
た
。

　

10
月
27
日
に
旭
川
地
方
裁
判
所
か
ら

「
小
型
船
溜
り
施
設
使
用
取
消
処
分
取

消
請
求
」
を
求
め
る
訴
状
が
届
い
た
た

め
、
理
事
者
と
の
協
議
を
行
い
、
11
月

１
日
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
枝
幸
ひ
ま
わ
り
基

金
法
律
事
務
所
へ
相
談
し
、
訴
訟
対
応

に
つ
い
て
委
任
し
た
。

　

訴
訟
等
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

12
月
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計
上
。
ま

た
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
弁

護
士
に
相
談
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し

た
い
。

　

11
月
２
日
に
許
可
返
納
届
の
提
出
が

あ
っ
た
45
件
に
対
し
て
使
用
料
を
還
付

（
39
万
８
０
０
０
円
）
し
た
。
そ
の
後
、

追
加
で
４
件
の
返
納
届
の
提
出
が
あ
り
、

随
時
還
付
す
る
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

枝
幸
町
港
湾
施
設
管
理
条
例
、
同
規
則

及
び
小
型
船
溜
り
施
設
使
用
許
可
規
程

の
改
正
を
行
い
、
関
係
機
関
と
協
議
の

う
え
検
討
を
進
め
る
が
、
許
可
隻
数
の

大
幅
な
削
減
、
許
可
の
取
消
基
準
の
厳

格
化
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
港
湾
審
議

会
で
の
審
議
後
に
議
会
へ
説
明
し
、
条

例
改
正
案
を
提
案
す
る
。

②
臨
港
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
の
廃

　
止
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
産
商
工
課
）

　
臨
港
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
は
、

昭
和
58
年
度
に
設
置
さ
れ
た
。

　

臨
港
用
地
土
地
貸
付
収
入
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
、
大
よ
そ
２

５
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
で
推
移
し
、

土
地
の
売
買
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
は
０
件

だ
っ
た
が
、
平
成
30
年
度
に
１
件
、
令

和
２
年
度
に
１
件
、
令
和
４
年
度
に
１

件
の
実
績
が
あ
っ
た
。

　

未
売
却
地
の
売
買
件
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
特
別
会
計
の
役
割
を
終

え
、
一
般
会
計
で
管
理
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
、
今
年
度
末
を
も

っ
て
廃
止
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

土
地
関
連
事
務
は
、
財
政
課
に
移
管

し
、
港
湾
法
に
基
づ
く
事
項
は
引
き
続

き
水
産
商
工
課
が
担
っ
て
い
く
。

③
枝
幸
港
小
型
船
溜
り
施
設
船
揚
場
使

　
用
停
止
に
係
る
今
後
の
対
応
に
に
つ

　
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
産
商
工
課
）

　
10
月
20
日
開
催
の
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
漁
業
被
害
に
よ
り
当
該
施

設
の
使
用
停
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

<

質
疑
等>

○
漁
業
者
を
守
る
こ
と
は
非
常
に
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
協
議
の
場
が
釣

り
に
反
対
す
る
人
が
集
ま
る
会
議
に
な

り
、
枝
幸
マ
リ
ー
ナ
と
い
う
魅
力
が
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
釣
り
に
関
わ
る
人

も
入
れ
て
議
論
す
る
べ
き
で
は
。

○
水
産
庁
よ
り
、
港
湾
・
漁
港
施
設
に

つ
い
て
は
ル
ー
ル
を
作
っ
て
一
般
人
の

利
用
を
す
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
通
達
が
流
れ
た
と
思
う

が
、
そ
れ
に
関
し
て
の
考
え
は
。

○
問
牧
地
区
に
お
い
て
、
釣
り
客
が
漁

船
を
破
損
さ
せ
る
と
い
っ
た
事
件
が
起

こ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
突
き
詰
め
て

言
え
ば
、
ま
と
も
な
ル
ー
ル
を
作
ら
ず

に
禁
止
ば
か
り
し
て
い
る
対
応
へ
の
反

抗
と
捉
え
ら
れ
る
。
禁
止
す
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
を
守

れ
る
よ
う
な
施
設
を
作
り
、
使
用
料
を

徴
収
し
な
が
ら
管
理
人
を
置
く
な
ど
の

対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

④
保
養
施
設
・
南
宗
谷
ゴ
ル
フ
場
の
運

　
営
状
況
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
課
）

　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
保
養
施
設
及

び
南
宗
谷
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
状
況
と
、

決
算
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
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移
行
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
台
帳
持
つ
こ
と
に
よ
り
資
産
の

老
朽
化
や
経
営
状
況
の
見
え
る
化
が
図

ら
れ
る
。

　

会
計
方
針
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
企
業
会
計
方

式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
簡
易
水
道
事

業
は
特
別
会
計
と
し
て
官
庁
会
計
方
式

で
行
っ
て
き
た
が
、
企
業
会
計
方
式
で

は
、
一
つ
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
る
価

値
の
増
減
と
、
他
の
価
値
の
増
減
の
両

面
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
く
複
式
簿
記

方
式
を
採
用
す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に

よ
り
貸
借
対
照
表
損
益
計
算
書
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
、
固
定
資
産
明

細
書
と
い
っ
た
財
務
諸
表
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

簡
易
水
道
事
業
の
法
適
用
化
に
よ
る

主
な
会
計
方
針
と
し
て
、
簡
易
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
枝
幸
南
部
地
区
の
更

新
事
業
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
統
合
事
業

認
可
が
困
難
で
あ
り
、
水
道
事
業
と
は

統
合
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
１
事
業
１
会

計
と
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
12
月
の

定
例
会
で
簡
易
水
道
事
業
の
条
例
改
正

案
が
提
出
さ
れ
、
３
月
31
日
に
特
別
会

計
の
打
ち
切
り
決
算
が
行
わ
れ
る
予
定
。

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
良
く
、
利

用
者
も
多
い
た
め
、
そ
の
辺
を
危
惧
し

て
い
る
。

○
指
定
管
理
者
制
度
が
倒
産
し
て
以
降
、

町
が
出
資
す
る
形
で
行
い
、
３
年
の
間

に
は
、
き
ち
っ
と
し
た
体
制
を
作
る
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
先
の
見
通

し
が
な
く
今
の
状
態
で
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
は
公

共
工
事
の
従
業
員
が
泊
ま
っ
て
い
る
が
、

土
日
は
朝
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
困

る
と
い
う
声
も
聞
く
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
町
職
員
と
し
て
本

来
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
で
あ
る
の
に
、
指
定
管
理
者
で
運

営
し
て
い
る
こ
と
で
人
事
配
置
さ
れ
て

責
任
持
っ
て
業
務
を
行
う
と
い
う
状
態

は
大
変
申
し
訳
な
く
思
う
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
に

赤
字
分
を
つ
ぎ
込
む
よ
り
、
将
来
的
に

は
社
会
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
に
お
金

を
つ
ぎ
込
ん
で
ほ
し
い
と
も
思
っ
て
い

る
。
　
精
神
的
に
大
変
だ
と
思
う
が
、
で
き

る
だ
け
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
要
は
、
会
社
経
営
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
に
は
人
や
客
室
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
増
や
せ
な
い

大
人
４
１
０
円
か
ら
４
８
０
円
、
小
人

２
１
０
円
か
ら
２
４
０
円
に
改
定
し
て

い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
は
、
利
用
者
数
が

１
２
２
５
人
増
、
宴
会
利
用
者
数
で
は

３
３
８
人
増
と
、
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍

以
降
回
復
し
て
い
る
。
し
か
し
、
７
月

に
調
理
員
１
名
が
退
職
し
た
こ
と
か
ら
、

シ
フ
ト
調
整
が
困
難
と
な
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
定
休
日
を
土
日
と
し
、
ま
た
土

日
の
宿
泊
も
素
泊
ま
り
と
し
て
い
る
。

　

南
宗
谷
ゴ
ル
フ
場
の
運
営
状
況
は
、

降
雪
に
よ
る
影
響
か
ら
５
月
３
日
に
営

業
を
開
始
。
上
半
期
の
利
用
者
数
は
３

２
２
９
人
と
、
前
年
同
期
で
２
６
０
人

減
少
し
、
利
用
者
数
並
び
に
売
上
高
と

も
に
、
６
月
を
除
く
各
月
で
前
年
を
下

回
っ
た
。

<

質
疑
等>

○
前
年
度
の
比
較
と
い
う
よ
り
コ
ロ
ナ

禍
前
の
比
較
し
て
い
る
資
料
は
あ
る
か
。

　
前
年
度
の
比
較
は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
が

少
な
い
の
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
か
ら

売
上
が
増
え
た
と
い
う
の
は
、
実
績
の

評
価
に
な
ら
な
い
。

○
人
員
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
調
理
員
の
退
職
に
よ

り
、
土
日
を
休
む
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
人
員
を
確
保
し
て
通
常
営
業
の
方
向

の
で
あ
れ
ば
、
日
帰
り
入
浴
で
客
を
増

や
す
と
い
う
意
味
で
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
の
温
泉
の
濁
っ
た
お
湯
は
、

か
な
り
宣
伝
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑤
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
へ

　
の
移
行
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
「
企
業
会

計
」
に
移
行
す
る
。

美人の湯と呼ばれている
炭酸重曹泉

うたのぼりグリーンパークホテル
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令
和
５
年
９
月
15
日
、
議
会
Ｅ
Ｏ
Ｓ
放

送
に
係
る
録
画
放
送
へ
の
拡
充
要
請
書

を
町
へ
提
出
。

　

令
和
５
年
10
月
24
日
、
町
側
よ
り
左

記
の
通
り
回
答

・
放
送
範
囲　

定
例
会
開
会
か
ら
一
般

　

質
問
ま
で

・
開
始
時
期　

令
和
６
年
３
月
定
例
会

　

よ
り

・
放
送
時
間
及
び
回
数　

定
例
会
終
了

　

後
の
１
週
間
以
内
に
18
時
か
ら
21
時

　

ま
で
の
時
間
帯
で
１
回
の
み
。

・
そ
の
他
、
「
情
報
提
供
手
段
に
関
す

　

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
り
、
議
会
の

　

録
画
放
送
に
係
る
町
民
の
意
向
を
確

　

認
し
て
か
ら
、
最
終
的
な
判
断
を
す

　

る
。

令
和
５
年
11
月
17
日
、
第
２
回
議
会
改

革
特
別
委
員
会
（
幹
事
会
）
開
催

⑴
議
会
Ｅ
Ｏ
Ｓ
放
送
に
係
る
録
画
放
送

　

へ
の
拡
充
要
請
の
町
側
か
ら
の
回
答

　

に
つ
い
て

⑵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
よ
る
議

　

会
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
つ
い
て

⑶
高
校
生
と
の
懇
談
会
開
催
に
お
け
る

　

現
在
の
状
況
に
つ
い
て

⑷
そ
の
他
、
一
般
質
問
検
討
会
議
等
、

（21）

※「☆」～ 議長の地方自治法第105条による出席　　「♢」～ 副議長はオブザーバーとして出席
　「△」～ 半日欠席等（0.5日として換算）　　　　  「－」～ 出席不要

岩　谷　隆　行
渡　辺　明　徳
清　水　顕　志
徳　保　喜　幸
野　口　洋　郎
小　林　正　浩
石　川　　　勝
遠　山　　　修
田　口　修　三
村　上　守　義

本　　　会　　　議

１
月
23
日　

第
１
回
臨
時
会

３
月
８
日　

第
１
回
定
例
会

３
月
10
日　
　
　

〃

５
月
26
日　

第
２
回
臨
時
会

６
月
27
日　

第
２
回
定
例
会

８
月
１
日　

第
３
回
臨
時
会

９
月
13
日　

第
３
回
定
例
会

９
月
15
日　
　
　

〃

12
月
７
日　

第
４
回
定
例
会

10
月
20
日　

第
４
回
臨
時
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会
幹
事
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

合　
　
　
　

計　

48
回
開
催

秋　川　祥　雄（副議長）

小　原　　　仁（議　長）

常　任
委員会 特別委員会

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
▲
◯
◯
◯
◯
◯

12
月
８
日　
　
　

〃

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

－
－
5
5
5
5
－
5
－
－
－
5

3
3
－
－
－
－
2
－
4
4
4
4

－
7
－
7
－
7
－
7
－
7
－
－

0
1
1
1
1
1
0
1
0
1
1
1

2
3
3
3
3
3
1
3
3
3
3
3

－
2
－
2
－
3
－
－
－
3
3
3

－
－
－
4
－
4
2
－
4
4
1
4

3
6
6
6
6
6
3
6
6
5
6
5

29
39
30
44
30
44
33
37
33
43
33
41

22
37
30
42
30
44
15.5
37
32
42
33
40

☆ ☆ ☆
◇

対
象

出
席

☆

令
和
４
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

2
2
2
2
2
2
0
2
2
2
2
2

☆

令
和
５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

☆ ☆ ☆

令和５年 各議員の出席状況 各議員の昨年１年間（１月１日～12月31日）の本会議や
各委員会等への出席状況をお知らせします。（単位：日）

議
会
改
革
特
別
委
員
会 

報
告
　

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
受
賞
者
に
よ

　

る
事
例
発
表
会
視
聴
の
報
告
。

令
和
５
年
12
月
８
日　
第
３
回
議
会
改

革
特
別
委
員
会
開
催

　

11
月
17
日
開
催
の
幹
事
会
で
検
討
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
全
委
員
で
協
議

し
、
情
報
共
有
を
図
る
。

令
和
５
年
12
月
13
日　
第
３
回
議
会
改

革
特
別
委
員
会
（
幹
事
会
）
開
催

　

枝
幸
高
校
の
担
当
教
諭
を
招
き
、
高

校
生
と
の
懇
談
会
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
意
見
交
換
。

　

３
月
中
旬
の
開
催
に
向
け
て
、
今
後

調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
６
年
１
月
31
日　
第
１
回
議
会
改

革
特
別
委
員
会
開
催

　

高
校
生
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て
、
日

程
及
び
町
政
に
対
す
る
懇
談
内
容
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

●
懇
談
会
：
令
和
６
年
３
月
14
日
（
木
）

「
え
さ
し
探
究
」×

「
ふ
る
さ
と
教
育
」

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
１
年
生

が
学
習
し
た
５
つ
の
テ
ー
マ
を
発
表
し
、

あ
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

懇
談
会
を
開
催
す
る
。

（
懇
談
結
果
は
次
の
議
会
だ
よ
り
で
掲

載
予
定
で
す
。
）
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（22）

編

集

後

記

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が

「
５
類
」
へ
移
行
し
、
枝
幸
町
で
も

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

行
動
制
限
が
な
く
な
り
コ
ロ
ナ
禍
前

の
状
態
に
ま
で
戻
っ
た
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
態
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
外
で
は
、
終
息
の
見
え

な
い
紛
争
が
続
き
、
苦
し
ん
で
い
る

人
が
多
く
い
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
新
年
早
々
、
石
川
県

能
登
半
島
地
方
で
の
震
災
、
羽
田
空

港
で
の
航
空
機
事
故
な
ど
、
大
変
な

新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
度
の
震
災
は
、
想
像
を
超
え
る
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
防

災
対
策
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

亡
く
な
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
ご
健
康
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
、
広
報
活
動
で
あ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
が
、
町
政
と
町
民
の
皆

様
が
よ
り
近
い
存
在
と
な
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
）

委
員
長
　
徳
保
　
喜
幸

副
委
員
長
　
渡
辺
　
明
徳

委
　
　
員
　
小
林
　
正
浩

委
　
　
員
　
遠
山
　
　
修

委
　
　
員
　
村
上
　
守
義

議会広報編集
特別委員会 次回の定例会の

ご案内
３月６日（水）
　　７日（木）
　　８日（金）
　　11日（月）
　　　の予定です。
※都合により変更となる場合
　があります。

お詫びと訂正
前号「議会だより66号」に誤りがありましたので、
次のとおり、お詫びして訂正します。

・３頁　右上の表題
　誤：福島県うきは市の自然災害に係る…
　正：福岡県うきは市　　　　〃

・19頁　３段目４行目
　誤：「公用車量適正配置計画」
　正：「公用車両適正配置計画」

●
議
会
Ｅ
Ｏ
Ｓ
放
送
の
録
画
放
送
開
始

決
定
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
12
月
に
行
わ
れ
た
「
情
報

提
供
手
段
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

途
中
結
果
を
基
に
、
次
の
と
お
り
録
画

放
送
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

放
送
日
が
決
ま
り
次
第
、
Ｅ
Ｏ
Ｓ
デ

ー
タ
放
送
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議会広報編集特別委員会
前期２年間の担当を終えて

　令和４年８月30日（61号）から今回の（67号）
まで７冊の議会だよりを担当させていただきました。
　編集作業では、町民の皆様へ議会をわかりやすく
伝えることを目的に、協議して作成してきました。
　これからの議員活動も真摯に取り組んで行きたい
と思いますので、よろしくお願いします。

議会について
町民の皆様からの

ご意見を募集します。
議会事務局の
メールアドレス

gikai@esashi.jp 

☆
開
始
日

　
　

令
和
６
年
３
月
定
例
会
よ
り
。

☆
放
送
内
容

　
　

開
会
か
ら
一
般
質
問
ま
で
。

☆
放
送
時
間

　
　

定
例
会
終
了
か
ら
１
週
間
以
内

　
　

の
18
時
〜
21
時
ま
で
の
時
間
帯

　
　

に
１
回
の
み
放
送
。


